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平成 23 年 2 月 28 日 

企業会計基準委員会 御中 

 

エルピーダメモリ株式会社 

取締役兼 CFO  白井康雄 

 

 

論点整理「リース会計に関する論点の整理」に対するコメントについて 

 

 

貴委員会より平成 22 年 12 月 27 日に公表された「リース会計に関する論点の整理」に

ついて、下記の通りコメントを送付いたします。 

今後、リース会計の審議に当たり、慎重にご検討いただきたくお願い申し上げます。 

 

 

1. 短期・少額のリース取引についても、これをすべてオンバランスする会計処理を行

うことは、多くのコストを要する一方、財務諸表に与える影響は大きくないと思わ

れることから、賃貸借処理等の簡便な会計処理を容認することが必要と思われます。 

現行の会計基準では、企業の重要性に照らして重要性の乏しいリース取引で、リー

ス契約1件当たりのリース料総額が300万円以下の取引について賃貸借処理を行う

ことが認められており、この取扱いを継続すべきと考えます。 

 

 

IASB の公開草案では、リース期間を更新する可能性を見積り、この可能性が 50％

超となる最長の期間をリース期間として会計処理を行うことを提案していますが、

実務上、その見積り自体が極めて困難であり、企業間の比較可能性が確保されない

懸念もあると考えます。 

 

 

2. 平成 20 年 4 月から適用されたばかりの現行リース会計基準を、短期間に再改訂す

ることで実務に混乱を招く可能性もあり、慎重な検討が必要と考えます。 

 

以 上 


